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	著書：
	『実務で迷う　建物表題登記のポイント－土地家屋調査士の確認と登記官の判断－』
	昨年、大好評を博した山口地方法務局長 田中博幸 氏による「筆界認定に関する表示登記の運用の見直しと現場での運用・事例解説」に続くウェブ研修会です。
	令和4年「表示に関する登記における筆界確認情報の取扱いに関する指針」の策定により、筆界確認情報の位置付けは整理されましたが、実務の現場では依然として判断に迷う事案が後を絶ちません。
	指針の理念や登記官の基本的判断軸を学んだ昨年に続き、本年は富山地方法務局高岡支局 角間隆夫　 支局長をお迎えし、具体的かつ実践的な判断基準と実務対応について深く紐解いてまいります。
	講師　富山地方法務局高岡支局長　　角間隆夫氏

	講義内容
	　1．筆界確認情報について　　　　　　2．指針第３の事例
	　3．境界標について　　　　　　　　　4．座標値等の数値情報について
	　5．その他（今後の検討事項など）　　6．質疑事項等

	ここがポイント！本研修で得られる3つの「実務力」
	筆界確認情報を提供を要しない具体的事案を解説
	実務の負担を軽減する！隣接土地所有者の「所在調査」実務ポイント解説
	登記官の「心証形成」を動かす調査報告書の実践的作成法

	土地家屋調査士と登記官は、表示登記制度を担う「両輪」です。
	登記官が資料をいかに評価し、筆界の心証を形成しているのか——
	その本質的な判断軸を共有することで、実務の迷いは確信へと変わります。
	制度の担い手としてさらなる高みを目指すため、ぜひ本研修会にご参加ください！


